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令和4年 6月 1日現在、新官市の世帯数う男女別人口

総世帯数/岬 砒 帯
晏グ躍 揚父

合計/%Ю 3人
寄田ヨロナウイルスのB客 によりI■ ■嶋JB化 したま食Eが 、今後の事Rg胡 凛び再軍の嗅Bの ために

行う豊8ほ 録害 t研チニュー□窮.8験 騎止策の強化を聞ほとした提供方法のR直 し,テ イタアウト・

デリバリーむ〕の取田を受担じます。

また、外食感豊への■■お理モデルにをると口断される取出については、ほ弟的に録掘 ・7A■を行います
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回

０
日
時

７
月
２。
日
（本
）

午
前

１１
時
３。
分
～
午
後
４
時

●
相
談
員

公
庫
職
員
（国
民
生
活
事
業
）

複
数
借
入
の
お
ま
と
め
方
法
や
有
利
な
制
度
融
資
・

経
営
支
援
策
の
ご
綱
介
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

７
月
１９
日
（火
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

●
相
議
員

協
会
職
員

っ:讐F義i

″新宮信用金庫
理事長 浦 本 睦 雄

〒647-0004 新 宮市大橋通3丁目1-4

恥福日時計店
新宮市仲之町2-1-4

TEL 0735-21-2177/PAX 0735-21-2178

ジュエリー&ウ ォッチ

FUKUDA
新宮市橋本2-14-23イ ォン新宮店内
TELiFAX 0735-28-3164

メガネサマーセール田催中 (7/310まで)
遺べるレンズ付メガネセット警16,500(税 込)よ り (仲之町本店)

7/150～ 180 特 E会 開ほ!(イ ォン新宮D

土木・B轟 ・ホE貫 常・鶴白田窮

地域の発展に貢献する

盟開三苦商店
代表取締役 門   ■ 乏

本   社 新宮市橋本1-12-10
TEL 0735-22‐-5271

FAX 0735-22-7643

和歌山支店 和歌山市小倉411-50
TEL  073ロー488-8730

田辺営業所 日辺市朝日ヶ丘11-19
TEL  0739-33--9581
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マル経融資(小翔模事業者経営改西■白)は,経 営改書を

目ろうとする小規模事業者の方々をバツクアツプするため,

新ヨ宙工会B所の継薦により、無担保 ・無保証人 ・低金利
で融資を受けられる国(日本政策金融公庫)の融資卸度です。

※中込食臣が1,500万円を日える打合は、書宙理特せ浦たすい理がございます。

研 師 抑 0田 用BtttR‐17ぎ万

1。21%
①韓盛■協が高盛・サービス盤は5人以下(サービス■のうち、日消理・

ほ Rは20AIH下)、田遺猟。その他の崇穏は20人以下の事崇書

②輯宮宙工会強所督内で1年以上営業している方

③出期日のコ来している食ての税金を亮出されている方

④新ヨ宙工会競所の経営指導を6ケ月以前から受けている方

⑤側日本政策金田公庫の出資対象韓官を営んている方

加 田
t

遅ほ資金  7年以内
段備資金 10年以内
← 呑制度はとBの 研宮市利子宙お田度の対観とをつています。

こ
の
制
度
は
、
経
済
環
境
の

変
化
に
対
処
し
て
商
工
業
の
活

性
化
と
育
成
を
図
る
た
め
、
経

営
の
安
定
化
と
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
利
子

の
一
部
を
補
給
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

《対
象
融
資
制
度
》

■
日
本
政
策
金
融
公
庫

・
小
規
模
事
業
者

経
営
改
善
資
金

（
マ
ル
経
）

・
生
活
衛
生
改
善
貸
付

■
和
歌
山
県

・
小
企
業
応
援
資
金

（特
小
）

《対
象
者
》

①
新
宮
市
内
に
住
所
を
有
す
る

者
で
、
市
内
の
事
業
所
で
同

一
事
業
を
引
き
続
き
１
年
以

上
営
む
者
、
又
は
市
内
に
本

店
を
有
す
る
法
人
で
同
一
事

業
を
引
き
続
き
１
年
以
上
営

む
法
人
。

②
市
税

（国
民
健
康
保
険
税
を

含
む
）を
完
納
し
て
い
る
者
。

①
利
子
補
給
対
象
融
資
制
度
を

各
償
還
期
日
毎
に
償
違
し
て

い
る
者
。

（利
子
補
給
の
額
》

①
利
子
補
給
利
率

年
１
・３
％

②
補
給
額
上
限
　
年
１０
万
円

③
利
子
補
給
期
間
　
借
入
期
間

の
範
囲
内
、
３
年
を
限
度

一辞
Ｔ
わ
か
や
ま
産
業
振
興
財
団
よ
り
革ヽ
一ギ卓母
軍

和
歌
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

定
期
出
張
相
議
会
開
催
の
お
知
ら
せ

和
歌
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

で
は
、県
内
の
中
小
企
業
・小
規

模
事
業
者
の
方
々
の
、一冗
上
拡

大
、資
金
繰
り
、創
業
な
ど
の
経

営
上
の
様
々
な
ご
相
談
に
対
応

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、走
期
出
張
相
談

会
を
、記
載
の
日
時
・場
所
で
開

催
い
た
し
ま
す
。相
談
料
は
無

料
で
す
の
で
、相
談
希
望
者
は

事
前
に
ご
予
約
下
さ
い
。
（予
約

の
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
）

※
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と
は
？

国
が
全
国
に
設
置
し
た
無
料
経

営
相
談
所
で
す
。中
小
企
業
・小

規
模
事
業
者
の
方
を
含
め
、
こ

れ
か
ら
事
業
を
始
め
よ
う
と
す

る
方
な
ど
に
広
く
お
使
い
頂
け

ま
す
。

●
７
月
・８
月

定
期
出
張
相
議
会

日
程

〈
開
催

日
〉

７
月

１
日

（金

▼

１５
日

（金
）

８
月

５
日

（金

▼

１９
日

（金
）

〈
相
談
時
間
〉

９

一
３０
～

１〇

一
４５

１１

¨
００
～
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【
・５
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一
∞
～

・４

中
・５

・４

一
３０
～

１５

【
奄

・６

中
∞
～

‐７

【
・５

〈
場
所
〉

東
牟
要
振
興
局

●
お
申
し
込
み
・お
問
合
せ

和
歌
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

剛０。７７３３日４４３３２３日３３３．１。４。

げ
市
一８

＼
＼
】
〇
ヽ
ｏ
Ｎ
●
ｋ
営
ど
Ｉ
ｏ
卓
●
，
α

営
・ｏ、こ．Ｒ

（受
付
〉

午
前
９
時
～
午
後
５
時
４５
分

（月
～
金
曜
日
）

や
る
気
企
業
を
発
掘
！

あ
な
た
の
お
店
の
健
康
診
断

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
？

「新
商
品
を
開
発
し
た
の
に
　
成
し
た
カ
ル
テ
は
（財
）わ
か
や

あ
ま
り
売
れ
な
い
」
、
「新
し
い
　
ま
産
業
振
興
財
団
が
設
け
る
専

分
野
に
進
出
し
た
い
が
方
法
が
　
門
家
集
団
（プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

わ
か
ら
な
い
」な
ど
、
や
る
気
が
　
チ
ー
ム
）が
診
断
し
、そ
の
解
決

あ
る
の
に
、う
ま
く
い
か
な
い
　
方
法
に
つ
い
て
指
導
・支
援
（企

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
　
　
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）
が
行
わ
れ

そ
う
い
っ
た
事
業
者
の
経
営
課
　
ま
す
。プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
対
象
と

題
を
調
査
（診
断
）し
、支
援
（体
　
し
て
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
企
業

力
増
進
・治
療
）し
ま
す
。　
　
　
　
に
対
し
て
も
、商
工
会
議
所
が

そ
の
た
め
に
病
院
の
カ
ル
テ
　
専
門
家
派
遣
事
業
な
ど
に
よ
り

と
同
じ
よ
う
に
、
販
路
開
拓
や
　
支
援
を
行
い
ま
す
。

研
究
開
発
の
状
況
（課
題
・症
　
【特
典
】

状
）を
書
き
込
ん
だ
「企
業
カ
ル
　
①
企
業
カ
ル
テ
提
出
企
業
に
は

テ
」を
作
成
し
ま
す
。企
業
カ
ル
　
財
団
事
業
を
優
先
的
に
ご
案
内

テ
の
作
成
は
、和
歌
山
県
が
中
　
②
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
選
定
企
業
に

小
企
業
支
援
施
策
と
し
て
推
進
　
は
専
門
家
を
派
遣

し
て
い
る
「わ
か
や
ま
産
業
イ
　
　
企
業
カ
ル
テ
作
成
、
お
問
合

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構
想
」
の
一
環
　
せ
は
新
宮
商
工
会
議
所
ま
で

と
し
て
実
施
す
る
事
業
で
、作
　
電
話
２
２
１
５
１
４
４

自然災書の発生、感染症の大流行にテ ロ攻撃、システム障害…。

前触れ無 く襲いかかるこれ らの危機的状況に対 し、企業が損害を最小限に

抑え事業の雑続や復旧を図るためには何をなすべきか ?来 る 8月 2 6日 、

事業経続力強化支援サー ビス 「& R e s i l i e n c e」を展開する三井不動産が、

様々な脅成を打破 し強い組織を作るためのセ ミナー を開催します。

81四回)8月26日t金)14:00～16:15的
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切 甘:―FI娘窮可置をノートパツヨン害    住 章取締役 黒川 久生 馬

をお持ちください

(会■で事RttH力 由化llロロ鬼申常■t作成することができます)

三井不BEの 事韓B鶴 力強化支援サービス 「こRe8:1:On● ●』

［
田
口
口
凹
田
口
回
口
川
口
ｍ
口
Ｈ
口
田
日
一
執
筆
者

”
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
　
江
島
将
和
　
氏

脚
球
範
朝
”
舶
輩
定
　

寺
”
ゥ
車
『
”
”
中
中
嘩

中
砕
準
力
帥
力
中
々
中
中

け
お
巾
申
中
”
中
な
巾
力

中
中
中
中
申
守
時
中
中
〕

中
み
ス
（
、

範
串
中
揮
坤
中
中

独
立
行
政
法
人
情
報
処

主
な
枝
嘗
事
例
を
紹
介
す

ン
ス
ト
ー
ル
を
制
限
す
る

さ
れ
て
し
ま
い
、
不
明
な

中型
豪
強
化
　
　
　
　
　
　
テ
ム
を
導
入
し
て
再
発
防

理
推
進
機
構

（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
対
策
を
行

っ
た
。
　
フ
ァ
イ
ル
が
設
置
さ
れ
て

　

東
京
都
で
卸
売
業
を
営

止
に
取
り
組
ん
だ
。

は
４
月
、

「２
０
２
１
年

■
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
機
に

　

Ａ
社
は
、

「中
小
企
業

い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
む
Ｃ
社
で
は
、
元
従
業
員

　

Ｃ
社
は
、

「被
書
目
を

度
中
小
企
業
に
お
け
る
情

対
策
強
化
一　
　
　
　
　
　
で
は
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
　

そ
こ
で
、
Ｉ
Ｄ

・
パ
ス

に
よ
る
機
密
情
報
の
持
ち

提
出
し
な
い
と
判
断
す
る

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

　

石
川
県
で
建
設
業
を
営

投
資
を
い
つ
で
も
十
分
に

ワ
ー
ド
を
強
固
な
も
の
に

出
し
が
疑
わ
れ
る
事
案
を

ま
で
に
２
年
の
時
間
を
要

関
す
る
実
態
調
査
―
事
例

む
Ａ
社
で
は
、
従
業
員
の

一智
え
る
と
は
限
ら
な
い
。
　
変
更
し
、
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

経
験
し
て
い
る
。
元
従
業

し
た
が
、
そ
の
間
、
弁
護

集
」
を
公
開
し
た
。
事
例

端
末
で
ト
ロ
イ
の
木
馬
や

そ
の
た
め
、
従
業
員
の
り

制
御
を
行
い
社
外
か
ら
の

員
は
退
職
前
に
大
量
の
フ

士
に
情
報
提
供
す
る
た
め

集
で
は
、
全
国
６‐
社
の
多

ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
と
い

っ
　
】ど
フ
シ
ー
向
上
が

一
番
の

ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
た
。
　

ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

の
き
ま
ざ
ま
な
作
業
に
係

様
な
業
種
に
お
い
て
、
情

た
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
経

対
策
に
な
る
の
で
は
な
い

ま
た
、
不
明
な
フ
ァ
イ
ル

し
て
い
た
が
、
端
末
上
の

る
人
件
費
以
上
に
心
的
負

報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

験

し

て

い

る
取
り
組
み
内
容
が
充
実

る
。
ラ
ン
サ

し
て
い
る
、
も
し
く
は
投

ム
ウ
エ
ア
に

資
が
多
い
事
例
や
、
被
書

感
染
し
た
際

実
態
の
あ
る
事
例
、
サ
プ

は
、
サ
ー
バ
上
の
フ
ァ
イ

か
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

を
削
除
し
た
。
加
え
て
、
　
証
跡
を
消
去
し
て
お
り
、
　
担
が
大
き
か

っ
た
」
と
コ

・笛
（
　

幣
礎
離
製
熟

酪ぴ
万
妄
警
孔
躍
牢躍
開
賊
″
諮
開
蘇
鰹
黎

メン蛇
輔
張

６‐
社
の
対
策
事
例
を
公
開

・加入者の皆様へお知 らせ

暑審,骨岳と昏言を含吾旨畳七暑魯r岳雪::ロ
ード
を8猪暑島岳岳品帽骨母S

全 国 健 康 保 険 協 会 和 歌 山 支 部
‐〒64 0屯射6和 敬山市六書T5日 進和歌山どル 3階

協会けんぼには、病気やケガて仕事を休んだときや、入院等で高額な医療費を

支払つたときに申請できる様々な給付金等がございます。

申節で者る増面 や付金等の種要

入院等で医療費が高額になりそうなとき 限度額適用認定証

入院等で高額な医療費を支払つたとき 高額療養費

病気やケガで 4日 以上仕事を体んだとき 傷病手当金

出産で仕事を休んだとき 出産 手 当金

出産するとき 出産育児二時金

医療費、治療用装具作製受を全額自己負担したとき 療養費 (立督払、お療用装具)

ご本人、ご家族が亡 くなつたとき 埋葬料 (■)

創業明治元年苫告途唱筋選践

る維を
新宮市大橋通 り3丁 目3の 4

T  E  L  0 7 3 5 ( 2 2 ) 3 1 3 2

衣裳|ま日本全国お届けお引取り致します

全日本ブライダルメイトグループ加盟店

高級貸衣裳専門

e杉 本衣裳店
警晶瞑か憂炉ら3百星を暮為

企画・デザインから印刷まで

収 ■ 寺 霊 画
ポスター・パンフレット・チラン・DM
封筒・舌種伝票・名刺・Aガキ・冊子等
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５
月
舞
日

（土
）、
こ
の
日
　
単
会
の
会
長
、
そ
し
て
和
泉
市

は
５
月
に
し
て
は
暑
い
と
感
じ
　
辻
市
長
を
は
じ
め
沢
山
の
ご
来

る
ほ
ど
の
気
温
の
中
、
大
阪
府
　
賓
の
方
々
が
集
ま
っ
て
お
り
ま

和
泉
市
に
て
開
催
さ
れ
た

「近
　
し
た
。
新
宮
Ｙ
Ｅ
Ｃ
の
総
会
で

畿
プ
ロ
ッ
ク
碁
の
会
長
会
議
」

は
来
賓
の
方
々
も
呼
べ
ず
、
懇

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
総
会
　
親
会
も
な
し
だ
っ
た
こ
と
も
あ

で
は
、
近
畿
５２
単
会
の
う
ち
４９
　
り
、
「全
国
的
に
は
コ
ロ
ナ
後

に
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
実
感
し

ま
し
た
。
新
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
委
員

会
が
あ
る
よ
う
に
近
畿
プ
ロ
ッ

ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
も
委
員
会
が
あ

り
、
メ
ン
バ
ー
や
事
業
内
容
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
総
会
が

終
わ
り
、
会
長
会
議
で
は
各

Ｙ
Ｅ
Ｃ
の
目
的
に
つ
い
て
話
が

あ
り
ま
し
た
。
新
官
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

「目
的
」
は
、
「本
青
年
部
は
、

部
員
相
互
の
交
流
と
企
業
経
営

に
関
す
る
研
銭
を
つ
み
も
っ
て

青
年
経
済
人
と
し
て
の
資
質
の

向
上
を
計
り
、
本
市
商
工
業
の

振
興
と
豊
か
な
地
域
社
会
の
進

展
に
資
し
、
併
せ
て
商
工
会
議

所
の
事
業
活
動
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
入
会
を
す
る
際
に

目
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

が
、
改
め
て
読
み
返
し
理
解
を

深
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
場
で
は
、
城
陽
、
箕
面
、

京
都
、
綾
部
、
革
津
、
鱒
江
の

各
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
、
副
会
長
の

方
々
と
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動

に
つ
い
て
」
と
い
う
お
題
で
各

地
域
の
活
動
や
状
況
を
報
告
、

相
談
、
疑
問
な
ど
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
私
は
、
よ
く
喋
る
タ

イ
プ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ど
こ
の
会
長
も
思
っ
て
い

る
こ
と
を
明
確
に
伝
え
る
能
力

に
長
け
て
い
た
た
め
、
少
し
緊

張
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
箕

面
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
に
少
し
驚
き

ま
し
た
。
７
月
に
部
員
の
交
流

を
深
め
る
Ｂ
Ｂ
Ｑ
開
催
、
秋
に

は
部
員
の
家
族
も
招
き
、
バ
ス

ツ
ア
ー
の
企
画
等
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
率

先
し
て
コ
ロ
ナ
の
行
動
制
限
か

ら
脱
却
す
る
活
動
を
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
を

踏
ま
え
、
私
か
ら
は

「人
口
、

土
地
柄
に
よ
っ
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
感
覚
の
違
い
」

を
報
告
し
ま
し
た
。
今
回
の
会

議
の
よ
う
に
、
都
会
で
は
全
員

現
地
参
加
、
青
年
部
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
や
事
業
は
概
ね
開
催
さ

れ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
人
口

の
少
な
い
地
域
で
は
顔
見
知
り

も
多
く

「も
し
も
」
の
こ
と
を

考
え
て
慎
重
に
な
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
話
を
し
ま
し
た
。
同
席

し
た
綾
部
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会
長
に

は
、
人
口
関
万
人
と
当
市
と
近

い
こ
と
も
あ
り
、
同
感
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、

様
々
な
意
見
を
交
わ
し
、
非
常

に
有
意
義
で
現
地
に
参
加
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感

で
き
た
春
の
会
長
会
議
と
な
り

ま
し
た
。

地５
月
抑
日

（金
）
に
那
智
勝

浦
町
役
場
に
て
一
般
財
団
法
人

「さ
わ
か
み
財
団
」
主
催
の
地

域
振
興
セ
ミ
ナ
ー

「地
域
活
性

化
の
鍵
は
地
域
に
あ
り
１

″お

も
し
ろ
が
リ
ク
の
精
神
で
経
済

は
動
く
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加

し
ま
し
た
。
講
師
の
浮
上
篤
人

氏
は
、
株
式
会
社
さ
わ
か
み

ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス
の
代
表
取

締
役
を
務
め
て
お
り
、
さ
わ
か

み
オ
ペ
ラ
芸
術
振
興
財
団
の
創

設
者
で
も
あ
り
ま
す
。
同
財
団

は

「日
本
に
オ
ペ
ラ
文
化
を
広

め
、
多
く
の
人
々
に
心
の
賛
沢

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

が
人
生
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ

て
い
く
」と
い
う
考
え
の
も
と
、

オ
ペ
ラ
公
演
の
制
作
や
若
き
芸

術
家
へ
の
活
動
支
援
、
教
育
支

援
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
講

演
会
の
翌
日
５
月
２．
日

（土
）

に
は
勝
浦
地
方
卸
売
市
場
に
て

生
ま
ぐ
ろ
市
場
オ
ペ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
の
開
催
も
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
浮
上
氏
は
、
「今
の

日
本
経
済
は
昨
今
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
踏
ま
え
低
迷

し
て
い
る
」
と
述
べ
、
地
域
の

中
で
地
域
の
人
々
が
お
金
を
使

い
面
白
い
こ
と
を
考
え
、
自
主

的
に
行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と

で
地
域
が
活
性
化
し
、
人
が
そ

こ
に
集
ま
り
経
済
が
よ
く
な
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
を
現
在
、

徳
島
市
で
さ
わ
か
み
オ
ペ
ラ
を

通
し
て
地
域
が
ど
ん
ど
ん
盛
り

上
が
っ
て
い
っ
た
自
身
の
体
験

談
を
交
え
な
が
ら
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
長
期
低
迷
し
て

い
る
日
本
経
済
、
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
で
地
方
も
元
気
が
な
く

な
っ
て
い
く
中
、
今
後
ど
う
し

て
い
く
の
か
こ
れ
か
ら
の

ク地

域
ク
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え

る
非
常
に
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

新入会員募集中/
―結に青年部活動しませんか?

ァロハスピEJット
鴻

新 宮 商 工会 議 所 青年 部 (新 宮 YE G )

「ONE STEP
～新しい時代に向かう一歩～」

セ
ミ
ナ
Ｌ
だ

このセ ミナーに孝加 しま した

行宮ヨエ会B所 青年お

入会のご案内

興景■の方との交露が増えました。また、人
前でのほや役鴨に韓書人をまとめることなど
当会ならではの経験を積む●ができ、自分自
身が成長できる■だと'じています。

>新富YEG入会の流れ

YEGは '成長でなる環境J。仕事に関する亮韓

君 との情報交換はもちるん、イベン トの企画

や運曽などを通 じて、人としてより学ぺるこ

とが多いのが出力です。

新宮YEG年 会費 ,30 , 0 0 0円

ま白工費出所食■SA田出3=で す)

X■ 508以 下で、会■■鼻所04tt、 と急寄、またはR承をど雄■する確費Rが 対象です。

X8碩 性をもっては全を会■8が で8る よう、入会には鷹手の会■などの日介ぶお要です。

XttA褒 ■会、事串専、活出は,年 度卸で、各卒寝により■なりとす。

>新 宮YEGの ここがイイネ!

1瑠圏 斜 軌 鮮 駄

撃覇認彗爵FT目
:申

企画から完成まで一貫したシステムでクリエイトする

鋼0コ 障
む647-0033新 自市渚水元1丁目2番1843
T E L・ F A X  0 7 3 5 ( 2 1 ) 3 7 2 2

代表取締役社長 須 〕ll 倍 行 (専任取引士)

取締役会長 須 'il 市朗

取締役 須 〕ll 君 代 (宅建取引士)

〒647■044新宮市神倉4T目5番15号
宅建免許 和歌山県知事(1)第3871号
TEL 0735-22-6155口FAX 22-6351

●御祝生花 ・御供生花0

御祝い、お見舞いには花束 ・アレンジメントを…

お花の事ならお■播下さい !

代表取締役 中 山
新宮市神倉 1-6-5
TEL 0735-22-6906 作業喝TEL 0735-22-0228
FAX 0735-22-00S2

フラワーショップ株式会社1壱清
醸

守事暫間が'LRツぃで読め
警 守共ペ

欝
|イ防甥物z鴫満じ努鞄 解岬

パソコンのハードディスクをSSDに交換するだけ!

19,300円 ～

圏
譴
ロ
ン
ロ
ン
●
ン


